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――――――――――――――――
トピックス

2040年に向けた地域医療構想を求める
――――――――――――――――

■2025年以降も地域医療構想を継続

 第21回第８次医療計画等に関する検討会が12月23日に開催され、地域医療構想が議論され、同検討会の
「意見のとりまとめ」のうち、「地域医療構想及び地域医療構想調整会議での議論の進め方」に関する
文案が示された。

 地域医療構想は2025年までの取り組みとされているが、「地域医療構想により、病床の機能分化・連携
が一定進んできていることに鑑みれば、2025年以降も地域医療構想の取り組みを継続していくことが必
要と考えられ、そのあり方については今後、中長期的課題について整理し、検討する」と述べている。

 内容については、「今後、高齢者人口がピークを迎えて減少に転ずる2040年頃を視野に入れつつ、新型
コロナ禍で顕在化した課題を含め、中長期的課題について整理し、新たな地域医療構想を策定する必要
がある」と指摘する。

 さらに全世代型社会保障構築会議の議論の中間整理で示された、「第８次医療計画の策定とあわせて、
病院のみならずかかりつけ医機能や在宅医療等を対象に取り込み、しっかり議論を進めた上で、さらに
生産年齢人口の減少が加速していく2040年に向けたバージョンアップを行う必要がある」との一文も紹
介している。

 具体的なスケジュール案も提示しており、▽2023年度～2024年度で国における検討・制度的対応、
▽2025年度で都道府県における策定作業、▽2026年度から新たな構想に基づく取り組みを進める――内
容となっている。

■データ分析に基づいた議論が焦点
 
 この日の議論では議論の進捗についても言及している。

 病床機能報告の内容について2015年度と2021年度で見比べると、2015年度が合計125.1万床、高度急性
期が16.9万床、急性期が59.6万床、回復期が13.0万床、慢性期が35.5万床だったのに対し、2021年度は
それぞれ、121.0万床（4.1万床減）、15.5万床（1.4万床減）、54.9万床（4.7万床減）、19.3万床
（6.3万床減）、31.2万床（4.3万床減）となっていた。このあたりが、「病床の機能分化・連携が一定進
んできている」の論拠となっているようだ。
 
 協議の状況については、厚生労働省医政局が2022年９月時点を対象に調査した「地域医療構想調整会議
における検討状況等の確認」の内容を報告している。

 それによると、全ての医療機関の対応方針の措置済みを含む「合意済み」「検証済み」の割合は、医療
機関単位で36％、病床単位で61％だった。
 
 「424病院」として話題となった「再検証対象医療機関」の検討状況についても言及している。2021年
９月時点で、「措置済み」「検証済み」の医療機関の割合が40％。病床の割合が43％だったのに対
し、2022年９月時点ではそれぞれ、53％、56％だった。

 複数医療機関の再編に関する議論は、全構想区域のうち19％にあたる65区域、全都道府県のうち45％に
あたる21道府県で行われていた。

 地域医療構想調整会議のうち、外来診療について議論している会議は69％、在宅医療は55％にのぼっ
た。
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 データに基づく議論の状況についても報告している。

 それによると、病床機能報告の分析は100％、定量的基準の導入は64％の都道府県で実施されている一
方、ＤＰＣデータの分析は47％、国保データベースの分析は26％にとどまっていたという。

 このあたりは、今後の地域医療構想調整会議で求める「議論のあり方」で焦点になりそうだ。

――――
ひとこと
――――

（地域医療構想調整会議について）

「地域医療構想調整会議」において、いいですか、病床の機能分化・連携に向けた協議を実施すると書
いてあるのです。病床の機能の分化と連携なのです。どこにも病院が機能分化をして連携するとは書か
れていないのですよ。したがって、幾ら病床をどう割り振るかを議論しても、地域で、先ほど言いまし
たように、必要な医療を面として提供するための医療機関ごとの機能分化と連携という話にはどうして
もならないわけです。

相澤孝夫 日本病院会会長
～2022年12月５日 第94回社会保障審議会医療部会

―――――
今週の数字
―――――

734件

「医師の働き方改革の施行に向けた準備状況調査結果」で示された、労働基準監督署における医師の宿
日直許可の許可件数（2022年１～９月）2020年は144件、2021年は233件。（2022年11月28日 第93回社
会保障審議会医療部会 資料４より）
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